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島根大学は，昭和24年の創設以来，島根県にある国立大学「地（知）の拠点」として，知的・文化的水準の
向上に貢献するとともに，様々な分野で活躍する約 6万人の有為な人材を世に送り出してきました。
本学は，これからも「地域に根ざし，地域社会から世界に発信する個性輝く大学」として，県内をはじめ広く

国内外で活躍できる人材を養成して参りますが，本学の使命を果たしていくためには，国からの交付金に依存し
ない財政基盤の構築が不可欠です。
このような中，平成18年度に設立した「島根大学支援基金」につきましては，これまで多くの皆様にご寄附

をいただき，学生の修学支援等に活用させていただきました。物価高に苦しむ学生への「100円ごはん」の提供
など，困難に直面している学生への大きな励ましとなっております。皆様からのご支援に心から感謝申し上げま
す。これからも経済的な理由により修学が困難な学生や，海外留学でグローバルな感性や視点を身につけようと
する学生等の活動を後押しするため，ご支援を賜りますよう，心よりお願い申し上げます。
また，同基金を通じて本学を応援してくださる皆様と絆を深めていくことを目的とした

「島大会員」制度では，会員の皆様に対し，本学の活動等に係る情報発信，会員相互或いは
本学と会員とのより良い関係を築くための交流企画の他，寄附金額に応じた特典をご用意し
ておりますので，是非ともご加入いただきますよう，併せてご案内申し上げます。

経済的理由により修学が困難な学生に対し、経済的理由
により学業を断念することがないよう授業料・入学料及び
寄宿料の減免、奨学金の支給に活用していきます。

詳細はコチラへ

留学や学生ベンチャー、中長期インターンシップ、部活
動、物価高騰に苦しむ学生への100円ごはんの販売、キャ
ンパス環境の整備など、学生の様々な活動や大学の教育研
究環境充実のため幅広い支援に活用していきます。

本学は、金属材料分野における高度人材の育成と研究拠
点づくりのため、「次世代たたら協創センター」を設置し，
金属・特殊鋼関連産業の振興に貢献します。この分野の学
生、不安定な雇用状態にある研究者への研究等支援やオック
スフォード大学への研修渡航等の支援に活用していきます。

教育学部附属学園の幼児・児童・生徒の教育活動の充実
や、附属学園の役割・特色でもある教員養成・現職教員研
修機能の充実を目的として、施設設備等、教育環境の整備に
活用していきます。

経済的理由により
修学が困難な学生に対する支援

［ご寄附の使途］

［学長挨拶］

大学の教育・研究活動等
に対する支援

次世代たたらプロジェクト
参画学生等に対する研究等支援

附属学園の教育活動等
に対する支援
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税

税

所

税額控除対象 所得控除対象

※税制上の優遇措置については 6ページへ

税 所

所

所所

国立大学法人島根大学　学長 大 谷　 浩
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物価が高い日本で勉学に励む本学の外国人留学生に対
し、奨学金の支給や生活の支援、また，本学の多くの外国
人留学生へ奨学金を支給している民間奨学金支援団体への
支援に活用していきます。

学生、不安定な雇用状態にある研究者の研究活動費や、
異分野の研究者等との交流への支援、論文刊行費用、学会
で発表等を行う際の旅費等研究成果を発表するために必要
な費用に活用してきます。

医学部附属病院の院内環境の整備や患者サービスの充実、
医療機器の購入、医療スタッフの育成、臨床研究の推進な
どの附属病院運営のために必要な事業に活用していきます。

島根県の将来を支えていく意欲を持つ優秀な人材を育成
し、県内定着促進に寄与することを目的として、島根県内
での就職を希望する学生に支給する「県内定着奨学金」に
活用していきます。

医療、医学、看護学及び地域社会の発展に寄与し、人類
の福祉に貢献し得る人材育成のための取り組みを推進するこ
とを目的として、医学部の教育・研究環境の整備など医学部
に必要な事業に活用していきます。

2023年 4 月募集開始
外国人留学生に対する支援

学生、不安定な雇用状態にある
研究者の研究活動に対する支援

2023年 9 月募集開始
医学部附属病院に対する支援

しまね未来人財育成
に対する支援

2023年 9 月募集開始
医学部に対する支援
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税

所

所

所

所

所

ご寄附の流れ
①寄附をしたい使途を決める。
② 6ページの寄附方法を参考に振込をする。
③�払込取扱票での振込・クレジットカード決済以外
の場合、7ページの寄附書を別途郵送する。
④�振込の翌月（クレジットカード決済の場合は
翌々月）に領収書が届く。

寄附金額　 1 口 5,000円
１口未満の金額でもありがたくお受けします。

※�クレジットカード決済の場合は、6ページに記載の１口ご
とのお申込みとなります。

一度に複数の使途を
選択いただけます。

領収書発行までにお時間をいただきます。
ご了承くださいますようお願い申し上げます。
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芳名板（島根大学松江キャンパス本部棟１階）

ゴールド板 シルバー板 ブロンズ板
個人 100万円以上 50万円以上 10万円以上

法人・企業・団体等 500万円以上 100万円以上 50万円以上

自分が、学生時代、家計が経済的に苦しく、何度も学
費免除等お世話になり、卒業することができました。
今度は自分が後輩を支援したいと思って寄付すること
にしました。少しですが、使ってください。（卒業生）

【附属学園の教育環境への支援】
研修室にテーブルを購入したり、附属義務教育学校前期

課程に児童が作成した作品の展示スペースや、電子黒板を
設置するなどの教育支援
を行うことができました。
また、幼稚園にツリー
ハウスや新しい遊具を設
置し、教育環境を整備す
ることができています。

給付型奨学金は使途A、100円ごはん事業は使途Bでご支援
いただけます。

島根大学のある学生から、本学の
給付型奨学金の拡充や、まだまだ続
く物価高の状況に100円弁当の継続を
願った手紙が届きました。
令和 4年度に販売した100円弁当
は、6,670名の学生に購入してもら
えましたが、多くの学生から継続を
望む声をいただきました。
これからも必要とされる支援を継続し、学生の声に応え
ていくことで、みなさまからのご寄附を有効に活用させて
いただきます。

ご寄附への謝意

⃝ご芳名掲載
年度内寄附累計額が5,000円以上の寄附者様は、大学ホー

ムページや大学広報誌「広報しまだい」へご芳名を掲載さ
せていただきます。

⃝感謝状の贈呈
年間（ 1月～12月）の寄附累計額が100万円以上の寄附者

様（教職員を除く）へ学長から感謝状を贈呈いたします。

⃝紺綬褒章
授与基準の対象となる寄附者様は、公益団体認定を受け

ている本学から「紺綬褒章」の申請をいたします。
個人：500万円以上　団体：1,000万円以上

⃝�支援基金寄附者御芳名板へご芳名掲載
平成29年以降の寄附累計額に応じ、御芳名板へ

ご芳名を掲載させていただきます。

寄附者様からの激励島大生の声

ご寄附とともにた
くさんの激励のメッ
セージをありがとう
ございます。

寄附者様からの応援メッ
セージの掲載はコチラ

【大学院学生に対する学会発表等に関する支援】
令和 4年度から実施している本事業では、大学院生の
修学・研究意欲の向上を図ることを目的に、72名の大学
院生に学会・研究会等で研究成果の発表を行う際の旅費
の一部（計898,000円分）を支給し、研究活動を支援する
ことができました。

みなさまからの寄附で実現した支援の一部です。

つながった支援 活用報告はコチラ

使途
E

【県内定着奨学金受給学生より】
私は鳥取県境港市の出身ですが、高齢者などを対象に研究

をされている教授が島根大学におられることを知り、ここで
研究がしてみたいという気持ちから島根大学に入学しました。
島根大学に入学し、多くの経験や活動を行いました。趣味
では小学生からやっているバスケをサークルで行い、楽しく
続けることができました。また、私の学科ではシステム創生
プロジェクトという地域のIT企業の一緒に開発を行う授業が
あり、そこでシステム開発を行うことができ、とても楽しく地
域のIT企業へ就職してみたいと考えるようになりました。
松江市のIT企業に就職することが決まり、今まで以上
に一生懸命取り組んでいこうと思っています。山陰地方
の良さを伝えること、住みやすい環境にしていくことを
目標に前に向かって進んでいこうと思います。そのため
に、今回の『県内定着奨学金』を活用し、技術力を身に
つけるために活用していきたいと思います。
『県内定着奨学金』にご支援賜りました皆様に対し、よ
い報告ができるよう頑張ってまいります。誠にありがと
うございました。〈総合理工学部卒業生〉

感謝の気持ち 学生からの
感謝のメッ
セージの掲
載はコチラ

使途
F

使途
C

詳細はコチラへ
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出雲ブランド
刺繍タオル

出雲おろち大根
みぞれソース

◎島根大学育成「出雲オロチ大根」を
使用した万能ドレッシング。

◎ 200ml×2本
◎出雲市・山太販売

※グッズの写真は令和 5年度のものです。内容は変更となる場合がございます。　※広報誌は学外者のみ送付します。
※イベントのご案内や広報誌の送付は、原則として最後にご寄附いただいた日から1年間とさせていただきます。なお、イベントのご案内はホームページなどでもご確認いただけます。

キャンバストート
（どちらか 1 つ）

◎サイズ：420×380×130㎜

島根大学の芋焼酎
神在の里

◎神西砂丘農場産さつまいも使用
◎ 720ml

大学農場産トマト使用
トマトジュース

◎ 720ml×1本  
◎大学農場産生食用トマトを食塩不
使用のジュースに加工

くるっと巾着収納
ブランケット（ひざ掛け）

ブラック ナチュラル

◎サイズ：900× 650㎜ 　

ボールペン

◎クロス製
◎サイズФ 10.5×138mm

耐風式軽量ミニ傘 大学番茶

◎本庄総合農場製
◎ 500ｇ

島大農場ジャム
（３本セット）

◎いちご1本・ブルーベリー2本の３本セット
◎本庄総合農場製
◎ 190g×３本

★ ★

A

A B

321

7 8 9 10 11

4 5 6

★

★

印は本学名を名入れ★

◎サイズ：330× 830㎜
◎素　材：綿 100%

◎サイズ：55㎝× 6本骨 
◎重　量：235g 

ご寄付額 島大カレンダー（4月始まり） 島大オリジナルグッズ
5 千円～ 1万円未満 ― ―

1万円～ 3万円未満 ◯ ―

3万円～ 5万円未満 ◯ 下記グッズAより1点贈呈

5万円～10万円未満 ◯ 下記グッズAより2点贈呈

10万円～20万円未満 ◯ 下記グッズAより3点贈呈

20万円～30万円未満 ◯ 下記グッズAより4点贈呈

30万円～50万円未満 ◯ 下記グッズAより5点贈呈

50万円～ ◯ 下記グッズA・Bより 6点贈呈
※ただし 6点のうちBからは 1点のみ

★

令和 5年度開催の「落語会」の様子

島大会員（永年会員・会費無料）は、島根大学支援基金を通じて本学を応援してくださる皆様と絆
を深めていくことを目的とした会員制度です。
島根大学支援基金へ5,000円以上ご寄附いただいたことのある方はどなたでもご加入いただけます。
入会ご希望の方は、ご寄附の際に島大会員入会希望欄にチェックし、お申込みください。

本学では、支援基金を通じて本学を応援してくださる島大
会員の皆様に感謝の気持ちを示すとともに、本学と島大会員
の皆様との交流を図ることを目的に「島大会員のつどい」を
開催しています。今後も会員の皆様に喜んでいただけるイベ
ントを企画してまいります。

島大会員の皆様には、イベントのご案内や、広報誌を郵送させていた
だきます。また、年間（ 1月～12月）の寄附累計額により、島大オリジ
ナルグッズやカレンダーを贈呈いたします。

島大会員のご案内

島大会員のつどい

⃝会員特典

⃝オリジナルグッズ（令和 5 年度）

詳細はコチラへ
https://www.fund.shimane-u.ac.jp/
tokuten/kaiin.html
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島根大学支援基金へのご寄附は、「寄附金控除」の対象となり、�
確定申告を行うことで税制上の優遇措置を受けることができます。

税制上の優遇措置

詳細はコチラへ

詳細はコチラへ

個人からのご寄附の場合（寄附額が 2,000 円を超える金額が控除の対象となる）

冠 寄 附

法人税法第37条第 3項第 2号により全額損金算入が可能です。
法人等からのご寄附の場合

使途　A・D・E
� へのご寄附

税額控除または所得控除　　　　
どちらか有利な制度を選択

税 税額控除

所得税額から直接寄附金額の一定割合が控除されます。
所得税額ー〔（寄附金合計額ー2,000円）× 40％ 〕
※控除を受けられる寄附金額は総所得金額等の40％が上限、税額控除額は所得税額の25％が上限です。

所 所得控除

寄附された年の課税所得から控除を受けることができます。
〔総所得金額ー（寄附金合計額ー 2,000 円）〕× 税率＝所得税額
※控除を受けられる寄附金額は、総所得金額等の40％が上限です。

使途B・C・F・G・H・I�
� へのご寄附

所得控除のみ　　

控除額の目安（課税所得金額が500万円で、 1万円のご寄附の場合）
税額控除の場合：3,200円　所得控除の場合：1,600円　※収入の種類、各種所得控除等により変動が生じます。

50万円以上のご寄附の場合、使途A～Iをご選択の上、「寄附金名称」「使用目的」をつ
けることができます。（名称例：「島大太郎基金」、目的例：「海外留学支援」等）
振込方法に限らず，7ページの「寄附書」にて名称等をお知らせください。

ご寄附の方法

7 ページの「払込取扱票」により、窓口やATMでお
振込みください。

本学の支援基金ホームページから
ご寄附ください。

窓口、ATM 、ネットバンキング等で下記口座へお振
込みください。

⃝振込手数料本学負担です。
⃝�口座からではなく、現金でお振込みの場合には、寄
附者様に1件ごとに110円の加算料金が発生します。
⃝�ゆうちょダイレクトをご利用の場合は、 7ページ
の「寄附書」を別途郵送ください。

パンフレットの内容は本学の支援基金
ホームページからもご覧いただけます。
https://www.fund.shimane-u.ac.jp/

リサイクル（古本）募金 
読み終えた本・DVD等の査定換金額を島根
大学支援基金へご寄附いただけます。

遺贈による寄附  
ご遺言により、ご自分の築き上げられた財産
を島根大学支援基金へご寄附いただけます。

支払い方法は、下記の 4つからお選びください。
①毎月の継続寄附 	 １口 500円～/月
②年 2回（ 7月と 1月）の継続寄附
	 １口 5,000円～/回

③年 1回の継続寄附	 1 口 5,000円～/回
④今回 1回のみの寄附	 1 口 5,000円～　

⃝ 7ページの「寄附書」の郵送は不要です。

⃝�7 ページの「寄附書」に必要事項をご記入のう
え、ご郵送ください。
⃝振込手数料のご負担をお願い致します。

ゆうちょ銀行口座へ振込む

クレジットカードを利用する そのほかのご寄附の方法

山陰合同銀行口座へ振込む

金 融 機 関 名 山陰合同銀行
支 店 名   島大前 種　別 普　通
口 座 番 号 3689197
口 座 名 シマネダイガク（シエンキキン）

島大　支援基金 検索
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払　込　取　扱　票
02

口　　座　　記　　号　　番　　号

通常払込料金
加 入 者 負 担

※
千　　百　　十　　万　　千　　百　　十　　円金

　額

※
千　　百　　十　　万　　千　　百　　十　　円

料
　金

備
　考

加
入
者
名

通

　
　信

　
　欄

ご
依
頼
人

日

　
　附

　
　印裏面の注意事項をお読みください。（ゆうちょ銀行）

これより下部には何も記入しないでください。

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（承認番号 広第6128号）

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

振替払込請求書兼受領証

口
座
記
号
番
号
加
入
者
名

金
　額

料
　金

備
　考

ご
依
頼
人

日　　　附　　　印

この受領証は、大切に保管してください。

おなまえ
※

様

通常払込
料金加入
者 負 担

1 3 3 0 4 8 6 3 1 0

8 6 3 1 0

0 1 3 3 0 40

国立大学法人 島根大学

広 島

国立大学法人 島根大学
●使途を選択し、金額を記載ください。
※選択されない場合、Aを選択されたものとしてお取り扱いいたします。

本
学
と
の
関
係

お名前

様

ふりがな

生年月日
西暦　　　　　年　　　月　　　日

□Ａ 修学困難な学生 ［　　　　　　　　円］
□Ｂ 大学の教育･研究活動等 ［　　　　　　　　円］
□Ｃ 附属学園の教育活動等 ［　　　　　　　　円］
□Ｄ 次世代たたらプロジェクト ［　　　　　　　　円］ 

□Ｅ 学生、不安定な雇用状態 ［　　　　　　　　円］ にある研究者の研究活動
□Ｆ しまね未来人財育成 ［　　　　　　　　円］
□Ｇ 外国人留学生 ［　　　　　　　　円］
□Ｈ 医学部附属病院 ［　　　　　　　　円］
□Ｉ 医学部 ［　　　　　　　　円］

□ 一般（個人）
□ 法人･団体等
□ 卒業生･在校生
 【出身/在籍学部等 】
□ 保護者等
 【子等の出身/在籍学部等 】
□ 教職員
 【所属 ／□退職者】

□ 承諾する　□ 承諾しない

□ 希望する　□ 希望しない
□ 入会済

ホームページ等での
氏名の公表

島大会員への入会

住　所

電　話

〒

谷
　
折
　
り

の
り
し
ろ
　
斜
線
部
分
に
の
り
を
塗
っ
て
く
だ
さ
い

記入後は、寄附書を二つ折りにし、のりで貼り合わせて郵送ください。

寄附書（山陰合同銀行口座への振込時・ゆうちょネットバンク利用時）や
払込取扱票（ゆうちょ銀行口座への振込時）の情報をもとに「領収書」等を送付いたしますので、正確にご記入願います。
個人情報保護法に基づき、記載いただいた情報は、島根大学支援基金事業に関わる業務（お礼状、領収書の送付、寄附者一覧作成、島大会員制度、基金推
進活動等）以外には一切使用いたしません。

※
原
則
、
右
の
払
込
取
扱
票
を
使
用
す
る
場
合
は
、

　
上
の
寄
附
書
は
不
要
で
す
。

寄附金額 金� 円

ご寄附の使途を選択し、内訳金額を記載してください。
※選択されない場合、Aを選択されたものとしてお取り扱いいたします。

□Ａ 修 学 困 難 な 学 生 へ ［� 円］

□Ｂ 大学の教育･研究活動等へ ［� 円］

□Ｃ 附 属 学 園 の 教 育 活 動 等 へ ［� 円］

□Ｄ 次世代たたらプロジェクトへ ［� 円］

□Ｅ 学生、不安定な雇用状態に
あ る 研 究 者 の 研 究 活 動 へ ［� 円］

□Ｆ し ま ね 未 来 人 財 育 成 へ ［� 円］

□Ｇ 外 国 人 留 学 生 へ ［� 円］

□Ｈ 医 学 部 附 属 病 院 へ ［� 円］

□Ｉ 医 学 部 へ ［� 円］
【冠寄附】
50万円以上のご寄附の場合は、使途を選択の上、名称と目的の指定が
可能です。（名称例：「島大太郎基金」 目的例：「海外留学支援」等）

使 途：□Ａ  □Ｂ  □Ｃ  □Ｄ  □Ｅ  □Ｆ  □Ｇ  □Ｈ  □Ｉ

寄附金名称：

寄 附 目 的：

寄　附　書
お 名 前

フリガナ

郵便番号 　　　　-

住　　所

生年月日 西暦　　　　　　年　　　　月　　　　日

電話番号 （　　　　　）　　　　　-

本
学
と
の
関
係

□一般（個人）
□法人･団体等
□卒業生･在校生【出身/在籍学部等	 】

□保護者等【子等の出身/在籍学部等	 】

□教職員【所属	 ／□退職者】

本学ホームページ･広
報誌での氏名の公表 □承諾する □承諾しない

島大会員への入会 □希望する □希望しない □入会済
⃝�島根大学への想い、学生へのメッセージ、島根大学支援基金へのご
意見、ご要望等をご自由にご記入ください。
※�本学ホームページ等でご紹介させていただく場合があります。　　　
□メッセージ掲載の際の匿名希望

※大学使用欄



（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

印
この場所には、何も記載しないでください。

収 入 印 紙

課税相当額以上

貼　　　付

6 9 0 8 7 9 0料金受取人払郵便

松江中央局
承　認

差出有効期間
2025 年 3 月
31日まで
切手を貼らずに
お出しください。

1479
松江市西川津町1060

郵 便 は が き

島 根 大 学
総務部 総務課 行 山

折
り
（
切
り
取
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
）


